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英語学習者モデル・異文化体験レポーターとしての教師の在り方、「続けることに意味がある。楽しくないと続かない」 

目標設定、筋トレ外周ランニング 

基礎練、ウォームアップ 

練習試合、タイム測定 

公式試合、区民大会 

都大会、世界大会、交流親善試合 

チャンスは少ない。 

だいたい時期は決まっており、年間計画に予定されているが、突然開催されることも

ないわけではない。相応の達成感があるが、準備不足だと挑戦者たちが自信をなくす

リスクもあるので、緻密な計画に基づき各方面の協力を得て行う。修学旅行の一期一

会話、外国人訪問団、動画作成。まれに予期せぬ嬉しい副賞が付くこともある。 

模範演技 

パフォーマンステスト。アレンジ課題。そこに臨むためのタイム測定（相

互評価）や自己テスト、生徒自身の目標と照らし合わせた振り返り。映画

鑑賞。発展的な課題や予習、比較的自由度が高い探究的な課題を出す。 

Happy Communication、基本文 Dictation テスト、単語テスト、暗誦課題。言語活

動ではペアやグループ活動の形態をとるがテンポよく行うためにルールがシンプ

ル。教師主導の比較的コントロールされた活動。自由度は少ないがバリエーション

が多いため、マンネリにはならない。週末の予定を聞き合うなど、基本文と自己表

現を合わせた活動。パタンプラクティスを十分にしてから speaking→クラス全体

で振り返り。誤答分析等で誤解を解く、→reporting 活動→writing。 

( 

Reporting 

 

学年集会や全校朝礼での発表会。保護者会でビデオによる作品発表。

昼休みの公演、校内展示。告知ポスター掲示や保護者用通知も作成。 

英語の歌、文字と音声の一致、BINGO、音読、QA、言えるかテスト、Air writing、

Pictionary、塗り絵、ワードサーチ、まとまりのある英語を読む＆聞く（ALT との漫

才、Teacher Talk）、ことばへの気づきを促す Small Talk、他教科との連携、動機付け。 

最初に理想を示す、 

形から入る、補助輪

つき自転車、金魚鉢

～浅いプール、浮き

輪、メンタル強化 

深いプール、ビート

板、理想とのギャッ

プ、脳科学と認知心

理学の知見を活用し

た科学的な練習方

法、メタ認知。 

プールと海の往還、た

まにウォータースライ

ダー。理想の自分との

出会い、先入観を打ち

破る現実との遭遇、楽

しいレジリエンス、 


